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Correlation between High Field MRImages and
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いる。これらよりArea BとArea Cの境界、すなわち、Outer ZoneとNon－irradiated Zone
の境界を検出できることはマイクロ波凝固の治療効果判定の上で十分有意義であるといえ
る。
以上が高磁場7テスラ機で得られた結果である。これがそのまま0．5テスラ臨床機で応用可
能とは考えにくいが、従来2～3日後の亜急性期変化の判定にのみ有効とされてきた拡散強
調画像で凝固直後の変化を検出しうるという知見を得ることが出来た点では本研究は有意義
であったと考えている。
鑑途
高磁場MR撮僚機を用いてマイクロ波凝固直後に生じる組織変化をとらえ、凝固領域と未凝固
領域の境界を造影剤を用いずに診断できる可能性を見出した。
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（学位論文審査の結果の要旨）
【背景】従来マイクロ波凝固の効果確認のためガドリニウム造影を行ってきた。
【目的】非造影撮像法でのマイクロ波治療範囲確認は可能か否か7T－MRIを用いて検証
した。
【方法】2．45GHzマイクロ波でラット移植腫瘍に部分凝固を施した。処置直後にTl、T2、
DWI、および造影Tl（1分後の早期相と5分後の後期相）を撮像した。その後腫瘍を摘出
して病理学的に評価しMR画像と比較した。
【結果および考察】早期相と後期相の両方で造影効果を認めないA領域、平衡相のみ造
影されるB領域、また早期より造影効果を認めたC領域を設定し、Tl、Tz、DW工に重ねて
信号強度を評価したが差異は認めなかった。ADC（見かけの拡散係数）を算出すると、B
領域はC領域より有意に高いADCを示した。酵素染色において造影画像に近似した3領
域が示された。B領域は細胞障害により将来不活性化すると予想されている。
以上よりマイクロ波による凝固部と非凝固部を造影剤を用いずに評価可能とした本研
究は臨床上有意義であるといえる。
（平成JP年音月ユ才日）
